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令和８年２月１２日 

タ イ ト ル 「花の贈り物体験」の実施について 

目 的 

在校生が卒業生に対して、感謝を込めた贈り物として花をアレンジす

る。花を愛でる情緒豊かな心をはぐくむとともに、当地域の花卉園芸のＰ

Ｒを行い、「花」の消費拡大を図る。 

 

日 時 令和８年２月１７日（火）より随時（別紙参照） 

場 所 別紙各小学校 

主 催 柳井花卉生産組合（組合長：長山幸範） 

内 容 

「花の贈り物体験」は、今年で１９回目の実施となります。在校生が柳

井産の花でフラワーアレンジメントを作成し、卒業する６年生に贈り物を

するという企画で、柳井花卉生産組合が贈り物の制作を支援します。 

花卉園芸の PRとともに、子ども達に①贈り物を贈ることにより、思い

やりや感謝の気持ちの示し方を体験する。②自ら考え、作った物を贈るこ

とにより、気持ちを込めることを知る。③卒業式という人生の節目を、五

感を通して強く意識する。ということを感じてもらいたいと考えていま

す。 

贈り物の内容は、それぞれの学校ごとでアレンジに取り組みます（別紙

参照）。子どもたちは地域の花屋や、フラワーデザイナー、花き生産者等

の指導を受けて贈り物を作成し、所要時間は１時間～１時間半ほどを予定

しています。 

  

 

備 考 

学校への取材の可否は別紙をご覧ください。柳井花卉生産組合では贈り

物の制作までを行います。どのように卒業生に贈るのかは、各学校におい

て決定されます。 

問い合わせ 

柳井花卉生産組合事務局（柳井市役所農林水産課内） 

電話０８２０－２２－２１１１ 内線３５３（担当：中坪） 

 

 



令
和
7
年
度
　
「花

の
贈
り
物
体
験
」
実
施
予
定
日
時

学
校
名

種
目

使
用
花

（
生
産
者
）

実
施
日
程

開
始

時
間

終
了

時
間

製
作
者
の

人
数

卒
業
生
の

人
数

講
師

参
加
予
定

組
合
員

取
材
の

可
否

日
積
小

ア
レ
ン
ジ

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（星
井
榮
仁
）

2
/1
7
（
火
）

13
:3
0

14
:3
0

2
4

田
中
景
子

長
山

可

柳
井
小

ア
レ
ン
ジ

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（星
井
榮
仁
）

2
/2
4
（
火
）

9:
00

11
:0
0

84
84

田
中
景
子

益
永

可

柳
東
小

ア
レ
ン
ジ

ユ
リ

（清
重
一
男
）

3
/2
（
月
）

13
:4
5

15
:2
0

34
22

廣
田
弘
美

宮
田

可

柳
北
小

ア
レ
ン
ジ

バ
ラ

（
ホ
シ
フ
ァ
ー
ム
）

3
/1
2
（
木
）

9:
30

11
:3
0

7
9

廣
田
弘
美

金
廣

不
可

新
庄
小

ア
レ
ン
ジ

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（星
井
榮
仁
）

2
/2
4
（
火
）

13
:4
5

15
:2
0

29
35

田
中
景
子

益
永

不
可

余
田
小

ア
レ
ン
ジ

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（星
井
榮
仁
）

3
/3
（
火
）

13
:3
0

15
:0
5

6
17

廣
田
弘
美

金
廣

可

伊
陸
小

ア
レ
ン
ジ

ユ
リ

（清
重
一
男
）

2
/2
6
（
木
）

13
:5
0

15
:2
5

6
9

廣
田
弘
美

長
山

可

柳
井
南
小

ア
レ
ン
ジ

ユ
リ

（清
重
一
男
）

2
/2
6
（
木
）

10
:1
5

11
:1
5

6
5

廣
田
弘
美

長
山

可

小
田
小

ア
レ
ン
ジ

バ
ラ

（
ホ
シ
フ
ァ
ー
ム
）

2
/2
5
（
水
）

9:
30

10
:3
0

6
10

田
中
景
子

益
永

可

大
畠
小

ア
レ
ン
ジ

ユ
リ

（清
重
一
男
）

3
/1
1
（
水
）

8:
35

10
:1
0

8
14

田
中
景
子

村
本

可


